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ブランド魚「特鮮本鰆」

日本有数のカキ小屋

糸島市の海
玄界灘に面した豊かな漁場

天然真鯛の漁獲量日本一



磯焼けとは
・海底が砂と岩だけになってしまう海の砂漠化」
・海の生態系が崩れる原因になる
・漁師さんへの経済的なダメージ



磯焼けの原因
・主にウニが異常に増殖してしまう
・海藻が根こそぎ食べられる
・近年は多くの自治体でウニの駆除が進められている



磯焼けの現状
・磯焼け地域のウニは中身が空っぽ
・商品価値がないから海女さんは捕らない
・ウニが一方的に増殖してしまう

・現在、多くの自治体で駆除を実施
・海女さんが海に潜る
・ウニを一つずつハンマーで潰す



研究の目的
・海女さんが駆除を行っている
専門知識＆経験が無くても誰でも駆除可能に!

・海の潜って駆除を行っている
船の上から簡単に操作できる!

ウニの生物学的な生体を調べる

・一つずつウニの潰す
効率よく駆除できる!

⇒誰でも簡単に磯焼け対策が出来るウニトラップ



実験➀
ウニの生体に関する実験
・ウニはどのようにエサを食べるのか?
・ウニはどのようにエサを見つけるのか?
・ウニはどのように動くのか?
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実験②
ウニトラップに関する実験
・設置期間はどれくらいが良い?
・誘引剤（エサ）は何が良い?
・構造に問題はない?



実験②
ウニトラップに関する実験
・設置期間はどれくらいが良い?

1日、1週間、2週間で実験

→1週間がエサの状態と捕獲には最適



実験②
ウニトラップに関する実験

魚介類(サバ、イワシ、イカ)と野菜類(春菊、ホウレンソウ、水菜、豆苗＆カイ
ワレ大根)を使用

魚介類・・肉食系のヒトデ＆巻貝が付着
野菜類・・ウニの捕獲に適する、巻貝やヒトデの付着が少な
い

・誘引剤（エサ）は何が良い?

野菜類(特に匂いの強い豆苗＆カイワレ大根)が最適と思われる

水菜と豆苗＆カイワレ大根でそれぞれ1匹ずつウニを捕獲



実験②
ウニトラップに関する実験

魚介類・・肉食系のヒトデ＆巻貝が付着
野菜類・・ウニの捕獲に最適、巻貝やヒトデの付着が少ない

野菜類(特に匂いの強い豆苗＆カイワレ大根)が最適と思われる

水菜と豆苗＆カイワレ大根でそれぞれ1匹ずつウニを捕獲



実験②
ウニトラップに関する実験

二種類の穴を設けた(側面中央と下部)
→どちらのタイプにもウニが入ったので問題なし

・構造に問題はない?

・大きさに関して
より大きい場合船での引き上げが困難になる
より小さい場合、岩などに引っかかる可能性が上がる



考察➀

・ウニはエサを自ら捕獲しに行くのではない。
・たまたま流れてきた海藻を食べる傾向にあるように思われた。
（実際の海では生のワカメであり煮沸し乾燥させたワカメでないことに注意。）
→ウニが生のワカメから出される誘引物質を感じ取り海藻の存在を認識する可能性

があるため。

ウニの生体に関する実験



考察②

ウニは明らかに草食性を示した
→匂いの強い水菜と豆苗＆カイワレ大根からウニが捕獲されたことから匂いの強い
草を使用するのがウニの誘引に有効な可能性がある

ウニトラップに関する実験

全体的に捕獲数が良くなかった
→水温の低さが大きく関係していると推察される。
一般的に水温が高い方がウニの活性が上がり、補食活動や行動も増える。

→水温が高くなる夏から秋にかけても実験を行う必要がある。



まとめ
ウニをトラップで捕獲できる!

従来は手作業でウニを回収していたが船上からも回収も可能!

糸島市や野北漁協、漁師さん等沢山の方にご協力いただき実験を行った。
このような実験が出来たのは、皆様からの温かいお気持ちと応援があったからである。

ご協力して下さった方々に心から感謝を申し上げる。

低水温の冬季に実験を行ったため、今後他の時期や場所でも行いたい




